
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
、
再
考

柴
田
隆
行
・
ミ
§
・
§
奪

詣
韓
図
先
生
墓
前
賦
呈

　
不
出
郷
関
八
十
春
、
江
湖
遠
処
養
天
真
、

先
生
学
徳
共
無
比
、
我
称
泰
西
第
一
人
（
↓

は
じ
め
に

　
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト
を
井
上
円
了
が
「
四
聖
」
の
ひ
と
り
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
福
鎌
忠
恕
氏
は
「
井
上

円
了
と
西
洋
思
想
　
　
円
了
に
お
け
る
西
洋
哲
学
」
（
『
井
上
円
了
と
西
洋
思
想
』
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、
所
収
）
と
題
す
る
論
文

で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
現
代
的
常
識
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
到
底
理
解
し
え
な
い
東
西
古
今
の
宗
教
的
、
思
想
的
、
哲
学
的
諸
派
の
一
見
奇
怪
極
ま
る

　
　
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
（
折
衷
主
義
）
の
成
立
が
従
来
究
明
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
不
可
解
な
の

　
　
は
、
カ
ン
ト
の
代
表
作
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
カ
ン
ト
自
身
を
も
含
む
「
四
聖
人
」
に
「
奉
献
」
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
同

　
　
右
八
頁
）

　
福
鎌
氏
は
、
古
今
東
西
の
宗
教
的
、
思
想
的
、
哲
学
的
諸
派
が
折
衷
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
究
明
が
従
来
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
を
「
不
可
解
」
だ
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
折
衷
主
義
そ
の
も
の
が
「
到
底
理
解
し
え
な
い
」
し
、
し
か
も

「
そ
れ
以
上
に
不
可
解
」
な
こ
と
と
し
て
、
井
上
円
了
が
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
聖
典
と
し
て
奉
献
し
て
い
る
こ
と
だ
と
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述
べ
る
。

　
井
上
円
了
は
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
七
月
に
卒
業
し
た
が
、
そ
の
年
の
一
〇
月
に
は
早
や
第

一
回
哲
学
祭
を
開
催
、
釈
迦
・
孔
子
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
カ
ン
ト
を
四
聖
と
し
て
選
び
奉
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
七
（
一
九
〇

四
）
年
に
哲
学
館
が
大
学
と
し
て
文
部
省
に
認
可
さ
れ
た
記
念
に
現
在
の
中
野
区
に
四
聖
堂
を
建
設
、
以
後
、
六
賢
台
、
三
学
亭

等
々
を
増
設
し
て
、
哲
学
堂
と
し
た
。
円
了
は
大
学
卒
業
後
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
右
の
四
名
を
哲
学
の
聖
人
と
し
て
尊

重
し
、
毎
年
一
一
月
に
哲
学
祭
を
開
催
し
て
お
り
、
彼
の
「
不
可
解
」
な
行
動
は
生
涯
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
円
了
が
な
ぜ
カ
ン
ト
を
哲
学
の
四
聖
の
ひ
と
り
と
し
て
奉
献
し
た
か
は
、
円
了
の
哲
学
の
根
本
に
関
わ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
。　

井
上
円
了
が
カ
ン
ト
を
四
聖
の
ひ
と
り
に
数
え
、
そ
の
著
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
聖
典
と
し
た
こ
と
は
、
井
上
円
了
の
生
涯
変
わ

ら
ぬ
哲
学
思
想
を
精
確
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
な
ん
ら
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
こ
の
小
論
の

目
的
で
あ
る
。

　
哲
学
館
を
引
き
継
い
だ
東
洋
大
学
は
、
現
在
も
毎
年
一
一
月
に
哲
学
堂
祭
（
哲
学
祭
で
は
な
く
）
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
記

念
講
演
と
し
て
釈
迦
・
孔
子
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
カ
ン
ト
の
哲
学
思
想
に
つ
い
て
順
番
に
各
年
ひ
と
り
、
、
つ
つ
文
学
部
教
授
が
そ
の
業
績

を
紹
介
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
八
年
は
小
路
口
聡
氏
が
「
孔
子
と
現
代
　
　
『
共
生
』
の
原
理
と
し
て
の
『
仁
』
の
思
想
」
、

二
〇
〇
九
年
は
田
島
孝
氏
が
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
　
　
哲
学
の
原
像
」
、
二
〇
一
〇
年
は
長
島
隆
氏
が
「
カ
ン
ト
研
究
の
現
在
　
　
新
し

い
流
れ
と
現
代
に
と
っ
て
の
カ
ン
ト
」
と
い
う
題
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
聖
の

哲
学
思
想
が
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
か
に
つ
い
て
の
話
題
が
中
心
に
据
え
ら
れ
、
井
上
円
了
に
と
っ
て
釈
迦
や
孔
子
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
カ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
最
近
は
あ
ま
り
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。
不
肖
、
改
め
て
筆
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者
が
「
円
了
に
と
っ
て
の
カ
ン
ト
」
を
考
察
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

一
　
「
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
」

　
と
こ
ろ
で
、
「
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
」
と
い
う
課
題
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
論
集
『
井
上
円
了
と
西
洋
思
想
」
に
収
録
さ
れ
た
二

本
の
論
文
で
す
で
に
考
究
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
前
述
の
福
鎌
忠
恕
氏
の
論
文
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
馬
場
喜
敬
氏
の
そ
の
名
も
ず

ば
り
「
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
論
文
で
あ
り
、
最
初
に
こ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
ま
ず
は
福
鎌
氏
の
論
文
か
ら
。

　
福
鎌
氏
は
前
述
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
た
あ
と
に
「
カ
ン
ト
は
い
か
に
し
て
『
聖
人
』
と
さ
れ
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
は
い
か
に

し
て
『
聖
典
』
な
い
し
『
経
典
』
と
化
し
た
の
か
」
（
同
右
八
頁
）
と
問
う
て
、
円
了
の
カ
ン
ト
理
解
を
探
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
円
了
の
著
作
『
哲
学
要
領
』
前
編
・
後
編
に
お
け
る
哲
学
者
の
出
現
頻
度
を
調
べ
て
カ
ン
ト
が
最
も
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
カ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ド
を
代
表
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
な
ら
び
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
、
円
了
の
カ
ン
ト
理
解
が
、
カ
ン
ト
の
著
作
そ
の
も
の
を
研
究
し
た
結
果
で
は
な
く
、
一
定
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た

も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
に
関
し
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
円
了
の
カ
ン
ト
が
カ
ン
ト
そ
の
人
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン

　
　
ト
学
派
の
カ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
（
同
右
一
八
頁
）

　
そ
れ
は
、
円
了
が
「
相
当
の
英
語
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
彼
の
講
義
メ
モ
、
ノ
ー
ト
等
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
を

独
乙
文
で
読
め
た
は
ず
は
な
い
」
（
同
右
一
二
頁
）
と
い
う
消
極
的
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
福
鎌
氏
自
身
が
そ
れ
に
続
け
て
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
「
円
了
の
研
究
法
と
し
て
は
必
ず
し
も
原
典
な
い
し
忠
実
な
英
訳
書
を
味
読
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
は
い
な
い
」
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（
同
右
）
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
福
鎌
氏
が
指
摘
す
る
円
了
の
カ
ン
ト
理
解
の
二
つ
目
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
特
徴
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　
円
了
の
西
洋
近
世
哲
学
摂
取
の
目
的
は
初
め
か
ら
極
め
て
実
践
的
で
あ
り
、
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
印
度
、
中
国
、
日
本
、

　
　
す
な
わ
ち
仏
教
、
儒
教
、
神
道
な
い
し
国
学
に
加
え
て
当
時
の
大
先
進
国
で
あ
る
西
欧
諸
国
の
近
世
思
想
を
摂
取
し
、
累
卵
の

　
　
危
う
き
に
あ
る
日
本
の
伝
統
と
道
徳
を
再
構
築
し
、
合
わ
せ
て
真
の
独
立
国
家
に
ま
で
立
直
し
た
い
、
と
い
う
に
あ
っ
た
。

　
　
（
同
右
一
一
頁
）

　
井
上
円
了
が
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
著
し
た
『
哲
学
要
領
』
そ
の
他
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ば
啓
蒙
的
な
書
で
あ
る

の
は
、
円
了
が
た
ん
な
る
西
洋
哲
学
の
紹
介
者
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
後
世
の
評
価
で
（
2
）
、
当
時
の
西
洋
哲
学
研
究
は

「
カ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
が
紹
介
ま
た
は
啓
蒙
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
」
し
、
哲
学
館
講
義
録
に
出
て
く
る
カ
ン
ト
も

「
大
方
は
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
意
図
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
詮
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
「
円
了
に
よ
る
限
り
、
カ
ン
ト
哲
学
の
理
解
の
た
め
に
は
、
ド
イ
ッ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

代
表
的
哲
学
者
た
ち
を
、
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
同
等
に
、
か
つ
相
関
的
に
対
比
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
恐
ら
く
暗
黙
の
主
張
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
福
鎌
一
七
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
そ
の
後
の
一
時
期
日
本
で
大
流
行
し
た
ド
イ
ツ
哲
学
一
辺
倒
（
3
）
を

思
え
ば
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
円
了
に
お
け
る
カ
ン
ト
は
、
カ
ン
ト
そ
の
人
で
は
な
く
、
十
九
世
紀
末
葉
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン
ト
学
派
を
介
し
て
捉

　
　
え
ら
れ
た
カ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
カ
ン
ト
学
派
の
特
徴
は
一
、
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
の
重
視
、
二
、
自
我
意
識
の
探
究
、
三
、

　
　
経
験
主
義
な
い
し
実
証
主
義
の
重
視
と
超
越
論
や
先
験
哲
学
の
拒
否
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
ド
イ
ツ
新
カ
ン
ト
学
派
西
南

　
　
ド
イ
ッ
派
の
ご
と
く
、
自
然
科
学
対
文
化
（
精
神
）
科
学
の
二
元
論
に
陥
る
傾
向
も
内
在
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
も
あ
っ
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て
、
一
般
に
著
し
く
実
践
哲
学
的
で
あ
る
。
（
同
右
二
↓
～
二
二
頁
）

　
福
鎌
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
円
了
が
カ
ン
ト
哲
学
を
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
哲
学
と
同
等
に
捉
え
る

べ
き
だ
と
客
観
的
に
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
当
時
す
な
わ
ち
明
治
十
年
代
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
移
入
に
お
け
る
一

定
の
条
件
下
で
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
点
に
は
も
う
少
し
考
慮
す
べ
き
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
当
時

は
、
い
ま
で
は
想
像
が
で
き
な
い
ほ
ど
大
量
に
英
国
系
の
哲
学
が
移
入
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
井
上
円
了
が
『
哲
学
要

領
』
を
著
し
た
の
は
一
八
八
六
年
で
あ
る
が
、
円
了
が
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
た
の
が
一
八
八
二
年
、
卒
業
し
た
の
が

一
八
八
五
年
で
あ
る
か
ら
、
大
学
で
彼
が
ど
の
よ
う
な
哲
学
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
を
少
し
具
体
的
に
見
る
前
に
、
福
鎌
氏
の
論
文
と
同
じ
論
集
（
4
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
馬
場
喜
敬
氏
の
論
文
を
読
ん
で
お

き
た
い
。

　
馬
場
氏
も
、
円
了
が
読
了
し
た
哲
学
書
の
う
ち
カ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
団
6
①
一
具
↓
汀
G
三
8
一
℃
ゴ
ま
゜
。
o
廿
享
o
［
×
呂
丁

」
°
。
。
。
⑩
と
〉
°
。
り
合
≦
①
巴
9
＝
芦
△
σ
⊆
合
巳
⑦
「
勺
巨
8
0
廿
三
⑦
（
日
団
白
α
q
一
一
゜
。
プ
）
を
挙
げ
、
「
多
分
に
ケ
ヤ
ー
ド
的
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン
ト
派
的

な
読
み
方
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
（
同
右
一
〇
五
頁
）
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
学
者
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ

ラ
ー
が
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
英
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ミ
ュ
ラ
ー
の
高
弟
と
な
っ
た
哲
学
館
出
身
の
笠
原
研
寿
を

通
じ
、
こ
の
英
訳
書
を
座
右
に
お
い
て
い
た
円
了
は
、
持
続
的
に
カ
ン
ト
に
接
し
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
脚
注
な
ど
に
よ
っ
て
ミ
ュ

ラ
ー
的
な
カ
ン
ト
解
釈
に
も
ふ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（
同
右
）
と
推
測
す
る
。
こ
こ
か
ら
馬
場
氏
は
、
「
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
「
比
較
思
想
・
比
較
文
化
的
方
法
」
で
検
討
す
る
必
要
を
認
め
（
同
右
＝
三
頁
）
、
「
『
カ
ン
ト
受
容
史
の
一
こ
ま
』
の

中
に
円
了
を
埋
没
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
別
の
系
譜
の
中
で
円
了
を
見
直
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
」
（
同
右
＝
六
頁
）
と
指
摘
し
て

い
る
。
「
別
の
系
譜
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
不
明
だ
が
、
馬
場
氏
は
こ
の
論
文
に
二
つ
の
付
録
を
与
え
て
い
る
。
一
つ
は
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「『

ｯ
界
想
遊
記
』
幡
読
」
で
あ
り
、
一
八
八
九
年
に
円
了
が
書
い
た
小
著
の
紹
介
を
通
し
て
和
辻
哲
郎
な
ど
の
四
聖
論
も
含
め
て
、

地
上
の
哲
学
界
か
ら
天
界
に
及
ぶ
カ
ン
パ
ネ
ラ
の
『
太
陽
の
都
』
か
ら
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
の
「
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
」
ま
で
の
宇
宙
論

を
検
討
す
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
『
南
半
球
五
萬
哩
』
追
遊
行
」
で
あ
り
、
明
治
四
五
年
の
円
了
の
著
作
を
カ

ン
ト
の
『
自
然
地
理
学
』
と
比
較
し
て
読
む
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
論
考
も
深
淵
す
ぎ
て
筆
者
に
は
理
解
を
絶
す
る
も
の

が
あ
る
。

　
福
鎌
氏
は
、
円
了
の
カ
ン
ト
解
釈
が
イ
ギ
リ
ス
哲
学
の
影
響
の
下
に
あ
る
と
し
、
馬
場
氏
は
、
円
了
の
カ
ン
ト
解
釈
が
哲
学
書
や

仏
教
書
に
留
ま
ら
ず
星
界
や
自
然
地
理
に
ま
で
及
ぶ
と
し
て
、
と
も
に
比
較
思
想
・
比
較
文
化
的
文
脈
で
こ
れ
を
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
す
る
。
両
者
の
指
摘
は
非
常
に
示
唆
に
富
み
刺
激
的
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
両
者
の
論
考
の
出
発
点
で

あ
っ
た
、
な
ぜ
カ
ン
ト
が
円
了
に
よ
っ
て
四
聖
の
］
人
と
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
い
の
答
え
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
筆
者
に
は
思
わ

れ
る
。

8

一一

苡
繪
~
了
の
カ
ン
ト
理
解

　
井
上
円
了
は
、
東
京
大
学
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
一
年
次
（
一
八
八
二
年
）
に
論
理
学
、
二
年
次
に
哲
学
史
、
三
年
次
に
「
西
洋
哲

学
」
と
し
て
近
世
哲
学
を
学
ん
だ
。
山
口
静
一
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
上
－
日
本
文
化
の
宣
揚
に
捧
げ
た
一
生
』
（
三
省
堂
、
一
九
八
二

年
）
の
巻
末
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
課
し
た
試
験
問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
円
了
が
入
学
す
る
二
年
前
の
一
八
八
〇
年
度
第
二
学
年

「
哲
学
史
」
の
問
題
の
う
ち
カ
ン
ト
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
五
　
カ
ン
ト
派
ノ
哲
学
ハ
其
古
学
派
ノ
統
ヲ
承
ケ
シ
者
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ヲ
以
テ
ナ
リ
ヤ
／
　
同
氏
ノ
哲

　
　
学
ヲ
称
シ
テ
批
評
哲
学
ト
イ
フ
ハ
吾
人
今
人
今
之
ヲ
見
テ
如
何
ナ
ル
旨
趣
ア
ル
モ
ノ
ト
為
ス
カ



　
　
　
第
六
　
カ
ン
ト
氏
ガ
著
ス
所
ノ
純
理
批
評
中
二
於
テ
問
題
ト
ナ
ス
所
ノ
者
ノ
大
要
ヲ
陳
述
セ
ヨ
／
　
空
間
ナ
ル
者
ハ
吾
人
ノ

　
　
直
覚
力
二
由
テ
知
ル
所
ニ
シ
テ
概
念
力
二
由
テ
知
ル
所
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
セ
ヨ
／
　
右
ノ
事
実
ヲ
解
釈
セ
ン
ニ
ハ
先
ツ
時

　
　
間
及
ヒ
空
間
二
就
テ
如
何
ナ
ル
理
論
ヲ
立
ル
ヲ
緊
要
ト
ス
ル
ヤ

　
　
　
第
七
　
カ
ン
ト
氏
ハ
其
所
謂
超
越
論
法
中
二
如
何
ナ
ル
意
義
ヲ
包
含
セ
シ
メ
タ
ル
カ
／
　
吾
人
カ
カ
ン
ト
氏
ハ
所
謂
類
叙
ナ

　
　
ル
者
ヲ
客
観
界
二
於
テ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
何
等
ノ
権
理
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
ヤ
／
　
第
八
　
カ
ン
ト
派
ノ
哲
学
ノ
全
体
ヲ
考

　
　
察
ス
ル
ニ
当
リ
其
中
前
後
矛
盾
ス
ル
所
ア
リ
ト
認
ム
ル
ハ
何
等
ノ
点
二
在
リ
ヤ

　
お
そ
ら
く
円
了
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
類
の
試
験
問
題
に
取
り
組
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
試
験
問
題
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
現
代
に
ま

で
及
び
、
一
項
目
に
つ
き
二
、
三
の
問
い
が
あ
っ
て
、
全
体
で
一
四
項
目
あ
る
か
ら
、
解
答
に
も
相
当
な
時
間
が
か
か
る
は
ず
で
あ

る
。
い
ま
の
よ
う
な
一
時
間
以
内
に
何
も
見
ず
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
安
直
な
試
験
問
題
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
高
度
な
も
の
で

あ
り
、
哲
学
館
講
義
録
に
見
ら
れ
る
カ
ン
ト
が
「
大
方
は
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
」
（
武
村
前
掲
書
）
と
し
て
も
、
明
治
前
期
の
カ
ン
ト

理
解
が
低
レ
ベ
ル
だ
と
は
言
え
な
い
。
円
了
よ
り
二
年
後
に
入
学
し
た
徳
永
満
之
も
二
年
次
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
「
哲
学
史
」
を
学

ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で
は
教
科
書
と
し
て
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史
概
説
の
英
文
抄
訳
本
が
使
わ
れ
て
い
た
。
一
八
八
三
年
頃

に
記
さ
れ
た
円
了
の
「
稿
録
」
に
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史
に
つ
い
て
の
詳
細
な
ノ
ー
ト
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
新
プ
ラ
ト

ン
派
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
つ
い
で
な
が
ら
、
「
稿
録
」
に
見
ら
れ
る
カ
ン
ト
言
及
箇
所
を
拾
っ
て
お
く
。
以
下
の
日
本
文
の
う
ち
、
カ
タ
カ
ナ
文
以
外
は
円

了
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
シ
ュ
ル
ツ
ァ
・
柴
田
共
訳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
つ
ぎ
の
引
用
文
中
に
あ
る
「
感
想
」
も
円
了
が
抱

い
た
感
想
で
は
な
い
。

　
イ
ン
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
四
年
）
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道
徳
的
に
良
い
行
為
の
基
準
は
、
定
言
命
法
の
異
な
る
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
の
た

　
　
め
の
法
と
し
て
普
遍
的
に
拡
張
さ
れ
た
存
在
の
可
能
性
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
道
徳
の
機
能
は
理
性
で
あ
る
。
何
が
道
徳
的
に

　
　
正
し
い
か
に
つ
い
て
の
理
解
は
も
っ
ぱ
ら
理
性
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
幸
福
に
対
す
る
カ
ン
ト
の
立
場
は
独
特
で
あ
る
。
幸
福

　
　
は
行
為
の
目
標
で
は
な
い
。
行
為
の
目
標
は
む
し
ろ
、
低
劣
な
人
間
に
対
す
る
理
性
的
機
能
の
自
己
主
張
で
あ
る
。
（
本
年
報

　
　
第
一
九
号
、
横
七
五
頁
）

　
　
感
想

　
　
　
デ
カ
ル
ト
は
、
主
題
に
関
し
て
わ
ず
か
に
言
及
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
エ
チ
カ
』
は
主
に
思
弁
哲
学
の
著
作
で

　
　
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
道
徳
的
諸
問
題
を
体
系
的
に
扱
っ
て
い
な
い
。
カ
ン
ト
の
時
代
以
降
の
新
し
い
ド
イ
ッ
哲
学
で
は

　
　
事
情
が
非
常
に
異
な
る
。
カ
ン
ト
も
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。
彼
ら
の
う
ち
一
人
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ
る
倫
理

　
　
的
思
弁
へ
の
の
ち
の
試
み
に
影
響
を
与
え
た
者
は
い
な
い
し
、
カ
ン
ト
を
除
い
て
、
そ
う
し
た
試
み
を
的
確
に
扱
え
る
者
は
ま

　
　
だ
い
な
い
。
（
同
右
七
六
頁
）

　
こ
の
二
箇
所
は
、
シ
ュ
ル
ツ
ァ
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
（
同
右
三
八
頁
）
、
≧
①
×
き
合
『
亡
。
巴
P
窓
巨
江
彗
工
じ
d
o
ム
ペ
弓
庁
o
弓
庁
m
g
m
°
。
○
「

子
①
写
力
Φ
一
芦
o
コ
゜
之
m
乞
ン
δ
「
ざ
一
゜
。
品
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
ノ
ー
ト
も
英
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
カ
ン
ト
の
『
道
徳
形
而
上
学
』

　
　
　
知
性
す
な
わ
ち
理
論
的
な
部
分
と
、
道
徳
す
な
わ
ち
実
践
的
な
部
分
と
の
明
確
な
区
別

　
　
　
デ
カ
ル
ト
、
ロ
ッ
ク
、
マ
ー
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ヒ
ュ
ー
ム

　
　
　
ロ
ッ
ク
の
哲
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
同
じ
哲
学
。

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
、
バ
ト
ラ
ー
、
ハ
チ
ソ
ン
が
、
ロ
ッ
ク
の
心
理
学
に
反
対
す
る
基
礎
に
立
つ
道
徳
哲
学
を
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主
張
し
た
。

　
　
其
後
コ
ζ
ヨ
6
出
テ
テ
懐
疑
ヲ
開
キ
ツ
ト
ニ
感
覚
ヲ
用
ル
（
°
・
窪
゜
。
皇
江
o
昌
巴
号
ま
烏
。
o
唱
＝
ぺ
）
斯
ク
鯨
リ
一
方
二
僻
シ
心
理
学
ヲ
立

　
　
ツ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
リ
「
リ
ー
ト
」
氏
人
ノ
普
通
ノ
考
二
従
ツ
テ
哲
学
ヲ
ト
ク
ニ
至
ル
「
カ
ン
ト
」
深
思
想
ヲ
以
テ
エ
⊂
日
Φ

　
　
二
反
シ
テ
真
覚
教
ヲ
開
ク

　
　
　
カ
ン
ト
（
思
弁
的
）
　
リ
ー
ド
（
常
識
）

　
　
経
練
家
二
反
シ
テ
起
ル
モ
ノ
其
他

　
　
　
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
ク
ー
ザ
ン

　
　
　
是
皆
「
リ
ー
ド
」
及
「
カ
ン
ト
」
氏
ノ
説
ヲ
進
展
増
補
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
「
カ
ン
ト
」
ノ
派
「
フ
ィ
フ
テ
ス
」
「
セ
ー
リ
ン
グ
」

　
　
「
へ
ー
ゲ
ル
」
　
二
伝
ハ
ル

　
　
　
「
カ
ン
ト
」
ハ
自
由
意
志
ヲ
以
テ
道
義
ト
ス
善
意
ノ
天
来
ヲ
論

　
　
　
彼
は
、
「
善
意
志
は
、
そ
れ
な
し
で
は
誰
も
幸
福
と
思
え
な
い
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
条
件
を
構
成
す
る
」
と
述
べ
る
。

　
こ
れ
は
、
］
日
日
ω
コ
已
巳
民
①
昌
、
弓
『
而
窓
忠
餌
廿
ξ
巴
ひ
o
ぺ
卑
巨
o
°
・
】
ロ
巴
切
゜
S
≦
ド
乙
力
Φ
日
互
P
ω
゜
①
匹
゜
団
合
5
σ
q
ξ
σ
q
，
］
c
。
ベ
一
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る

が
、
二
行
目
以
下
は
も
ち
ろ
ん
カ
ン
ト
の
言
葉
で
は
な
い
。
英
訳
書
に
付
い
て
い
る
国
①
⇒
己
○
巴
工
o
ヨ
o
o
△
が
書
い
た

甘
δ
己
ζ
昆
o
ロ
の
乏
×
芦
冨
勺
冨
8
ぎ
昏
m
国
冨
［
o
q
亀
巾
ゴ
ま
‘
。
o
℃
5
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
其
後
」
以
下
の
カ
タ
カ
ナ

文
は
円
了
自
身
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
最
後
の
一
文
も
］
三
8
巳
⊆
9
8
の
抜
粋
で
あ
る
。
井
上
円
了
自
身
が
書
い
た
メ
モ
を
見
る
限

り
、
前
述
の
福
鎌
忠
恕
氏
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
を
デ
カ
ル
ト
や
ロ
ッ
ク
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ヒ
ュ
ー
ム
ら
と
関
係
づ

け
て
論
じ
る
哲
学
史
の
常
識
を
越
え
て
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
リ
ー
ド
、
ク
ー
ザ
ン
と
い
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
あ
と
に
、
団
口
≦
餌
己
○
巴
『
臼
9
三
6
巴
＞
o
∩
8
葺
o
つ
｝
m
勺
古
ま
乙
゜
o
℃
古
ぺ
o
『
民
窪
で
き
日
①
庄
゜
°
8
「
ド
知
＝
巨
「
o
合
9
0
ロ
9
毘
σ
q
o
≦

声
。
。
ベ
ペ
の
書
名
だ
け
記
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
円
了
が
一
八
八
六
年
に
書
い
た
『
哲
学
要
領
前
編
』
を
読
も
う
（
5
）
。
こ
こ
で
円
了
は
、
西
洋
哲
学
史
の
概
略
を
述
べ
な

が
ら
、
近
代
に
お
い
て
リ
ー
ド
が
デ
カ
ル
ト
の
「
内
境
の
思
想
」
と
ベ
ー
コ
ン
の
「
外
境
の
実
験
」
と
を
結
合
し
「
人
心
の
真
偽
有

無
は
到
底
証
明
し
尽
く
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
信
じ
、
こ
れ
を
真
に
有
す
る
も
の
と
許
し
て
、
そ
の
心
に
現
ず
る
も
の
み
な
実
に
存

す
る
も
の
な
り
と
定
む
る
な
り
」
と
い
う
物
心
二
元
論
を
唱
え
た
と
述
べ
た
あ
と
、
リ
ー
ド
と
同
様
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
懐
疑
論
に
反
対

し
た
人
と
し
て
カ
ン
ト
の
名
を
挙
げ
る
。

　
　
　
氏
は
た
だ
に
虚
無
論
を
排
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ヅ
ク
氏
の
経
練
学
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
氏
の
元
子
論
の
不
当
を
論
じ
て
そ
の

　
　
中
庸
を
取
り
、
別
に
一
種
の
原
理
を
立
つ
る
者
な
り
。
そ
の
原
理
は
人
知
の
一
半
は
経
験
よ
り
き
た
り
、
一
半
は
本
来
存
す
と

　
　
い
う
も
の
こ
れ
な
り
。
今
、
氏
の
哲
学
の
全
組
織
を
考
う
る
に
大
に
分
か
ち
て
三
部
と
な
す
。
第
一
は
純
理
論
、
第
二
は
実
理

　
　
論
、
第
三
は
純
理
実
理
結
合
論
な
り
。
（
『
選
集
』
第
一
巻
一
四
一
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
あ
と
、
カ
ン
ト
が
哲
学
を
三
部
に
分
け
る
の
は
、
そ
れ
が
「
知
力
、
意
思
、
情
感
」
と
い
う
心
理
に
基
、
、
つ
く

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
カ
ン
ト
哲
学
は
心
理
哲
学
な
い
し
主
観
論
だ
と
断
ず
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
デ
カ
ル
ト
と
異
な
り
、
カ

ン
ト
は
「
客
観
の
現
象
を
空
間
と
時
間
の
二
者
よ
り
成
る
も
の
」
と
す
る
と
同
時
に
「
感
覚
上
の
経
験
を
も
っ
て
原
形
を
満
た
す
と

こ
ろ
の
材
料
」
と
す
る
経
験
論
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
「
心
の
外
に
物
質
の
実
在
を
定
め
、
そ
の
実
体
は
全
く

知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
し
た
る
」
と
い
う
三
大
欠
点
」
が
あ
る
ゆ
え
に
、
つ
ぎ
の
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
、
等
々
。
こ
の
よ
う
に
、
西
洋
の
哲
学
は
ギ
リ
シ
ア
以
来
、
つ
ね
に
「
三
断
法
の
規
則
」
に
従
っ
て
発
展
し
て
き
た
と
し
て
、

近
世
哲
学
史
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
す
る
。
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そ
も
そ
も
近
世
哲
学
の
始
祖
た
る
ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ
ル
ト
両
氏
は
す
で
に
互
い
に
相
反
し
た
る
原
理
を
用
う
る
を
も
っ
て
、
そ

　
　
の
後
の
学
者
あ
る
い
は
一
方
を
取
り
、
あ
る
い
は
他
方
を
選
び
、
あ
る
い
は
二
者
の
中
間
に
立
ち
て
両
方
を
結
合
せ
ん
と
欲
し

　
　
て
、
哲
学
の
進
歩
を
呈
す
る
に
至
れ
り
。
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
諸
氏
は
ベ
ー
コ
ン
氏
を
継
ぎ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
諸

　
　
氏
は
デ
カ
ル
ト
氏
を
受
く
る
を
も
っ
て
カ
ン
ト
氏
こ
れ
を
結
合
し
、
リ
ー
ド
氏
も
ま
た
こ
れ
を
折
衷
し
て
一
段
の
進
歩
を
与

　
　
え
、
ブ
イ
ヒ
テ
氏
は
ひ
と
り
主
観
を
取
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
は
主
観
に
対
し
て
客
観
を
立
つ
る
を
も
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
氏
こ
れ

　
　
を
一
統
し
て
完
全
の
組
織
を
開
き
、
ク
ー
ザ
ン
氏
は
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
を
折
衷
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
ま
た

　
　
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
従
来
の
哲
学
を
結
合
す
る
も
の
の
ご
と
し
。
す
な
わ
ち
正
断
、
反
断
、
合
断
の
三
論
相
待
ち
て
、
今
日
の

　
　
結
果
を
見
る
に
至
る
。
（
同
右
↓
四
八
頁
）

　
井
上
円
了
に
よ
れ
ば
、
近
世
哲
学
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
や
東
洋
哲
学
に
比
し
て
優
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
主
観
の

空
想
を
離
れ
て
客
観
の
考
証
を
用
う
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
主
観
と
客
観
の
い
ず
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
な
く
、
つ

ね
に
「
主
観
と
客
観
の
両
全
を
期
し
、
思
想
と
実
験
の
契
合
を
主
と
し
て
、
哲
理
を
し
て
一
方
に
偏
碕
せ
ざ
ら
し
む
る
」
と
い
う
中

庸
、
中
点
、
中
正
の
精
神
に
あ
る
（
同
右
一
四
九
頁
）
。
こ
の
中
庸
の
精
神
の
尊
重
は
、
円
了
が
若
い
時
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
繰
り

返
し
強
調
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
六
年
の
『
真
理
金
針
　
続
々
編
』
、
翌
年
の
『
仏
教
活
論
序
論
』
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
言

説
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
そ
も
そ
も
西
洋
哲
学
は
い
か
な
る
諸
論
を
も
っ
て
組
成
せ
る
や
。
曰
く
、
唯
物
、
唯
心
、
唯
理
な
り
。
他
語
に
て
こ
れ
を
い

　
　
え
ば
、
主
観
、
客
観
、
理
想
の
三
論
な
り
、
あ
る
い
は
経
験
、
本
然
、
統
合
の
三
論
な
り
、
あ
る
い
は
空
理
、
常
識
、
折
衷
の

　
　
三
論
な
り
、
あ
る
い
は
一
元
、
二
元
、
同
体
の
三
論
な
り
、
こ
れ
を
哲
学
の
歴
史
に
考
う
る
に
、
初
め
に
ロ
ッ
ク
氏
経
験
論
を

　
　
唱
え
、
つ
ぎ
に
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ッ
氏
本
然
論
を
唱
え
た
る
を
も
っ
て
、
終
わ
り
に
カ
ン
ト
氏
こ
れ
を
統
合
す
る
に
至
り
、
ヒ
ユ
ー
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ム
等
の
学
派
は
唯
物
に
偏
す
る
の
傾
向
あ
り
、
バ
ー
ク
リ
ー
等
の
論
は
唯
心
に
偏
す
る
の
傾
向
あ
る
を
も
っ
て
、
リ
ー
ド
氏
こ

　
　
の
二
者
を
折
衷
し
て
物
心
二
元
論
を
起
こ
す
に
至
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
氏
は
主
観
を
と
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
は
客
観
を
と
る
を
も
っ

　
　
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
理
想
論
を
唱
え
て
ま
た
二
者
を
調
和
し
、
ゲ
ル
マ
ン
学
派
は
空
理
に
偏
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
は
常
識

　
　
に
偏
す
る
を
も
っ
て
、
こ
の
二
者
を
統
合
し
た
る
も
の
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ザ
ン
氏
な
り
。
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
ま
た
可
知
境
と
不
可

　
　
知
境
の
両
端
の
一
方
に
偏
す
る
の
弊
を
恐
れ
て
両
境
を
立
つ
る
な
り
。
近
世
哲
学
の
全
系
け
だ
し
こ
の
諸
説
の
外
に
出
で
ず
。

　
　
し
か
し
て
そ
の
説
お
の
お
の
論
理
の
一
端
に
走
り
、
学
者
そ
の
中
正
を
保
持
せ
ん
と
欲
し
て
未
だ
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
あ

　
　
た
わ
ざ
る
な
り
。
（
『
選
集
』
第
三
巻
二
五
六
、
三
六
一
頁
）

　
一
八
九
九
年
の
『
通
俗
講
談
言
文
一
致
哲
学
早
わ
か
り
』
で
も
哲
学
の
三
段
分
類
が
強
調
さ
れ
、
古
代
哲
学
は
万
有
哲
学
時
代
、

人
間
哲
学
時
代
、
宗
教
哲
学
時
代
に
分
け
ら
れ
、
近
世
哲
学
は
再
興
時
代
、
新
設
時
代
、
完
備
時
代
に
分
け
ら
れ
る
。
哲
学
が
経
験

派
と
独
断
派
に
分
か
れ
、
「
お
の
お
の
極
端
に
偏
す
る
」
に
至
っ
て
カ
ン
ト
が
登
場
し
、
「
従
来
の
哲
学
の
仮
定
独
断
を
看
破
し
、
一

大
完
全
の
組
織
を
開
き
し
よ
り
以
後
は
、
西
洋
の
哲
学
大
い
に
完
備
」
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
を
近

世
哲
学
の
完
備
時
代
と
名
付
け
る
と
言
う
。
も
っ
と
も
、
「
完
備
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
カ
ン
ト
以
前
の
不
備
と
比
較
し
て
言
う

に
す
ぎ
ず
、
哲
学
が
真
に
完
備
し
た
と
言
え
る
に
は
「
将
来
幾
千
万
年
の
後
を
待
た
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い
と
言
う
（
同
第
二
巻
、

四
八
頁
）
。
・
　
幾
千
万
年
と
は
ま
た
ず
い
ぶ
ん
遠
い
話
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
待
た
ず
と
も
、
「
カ
ン
ト
以
後
哲
学
界
に

百
花
燗
漫
の
光
景
を
呈
し
、
こ
の
道
に
遊
ぶ
も
の
の
眼
に
は
、
向
島
や
嵐
山
の
花
見
に
千
倍
万
倍
す
る
興
味
」
が
あ
る
と
円
了
は
述

べ
て
い
る
（
同
右
五
一
頁
）
。
か
く
し
て
、
西
洋
古
代
哲
学
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
中
興
と
し
、
近
世
哲
学
は
カ
ン
ト
を
中
興
と
す
る
が
ゆ

え
に
、
「
余
は
先
年
、
東
西
哲
学
界
の
四
聖
を
選
び
、
東
洋
に
て
釈
迦
、
孔
子
を
得
、
西
洋
に
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
カ
ン
ト
を
得
、
あ

わ
せ
て
こ
れ
を
四
大
聖
人
と
し
て
祭
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
」
と
円
了
は
後
年
に
な
っ
て
も
述
懐
し
て
い
る
（
同
右
四
九
頁
）
。
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こ
こ
で
よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
四
聖
の
ひ
と
り
と
し
て
の
カ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
す
る
段
に
至
っ
た
。

三
　
聖
人
カ
ン
ト

　
一
九
一
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
円
了
の
『
哲
学
一
瞥
』
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
に
哲
学
館
が
大
学
と
な
る
こ
と
が

文
部
省
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
記
念
に
ま
ず
四
聖
堂
を
建
て
、
釈
迦
、
孔
子
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
カ
ン
ト
の
四
聖
を
奉
っ
た
が
、
そ
の

な
か
に
「
ヤ
ソ
」
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
を
加
え
な
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
〔
6
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
哲
学
堂
で
あ
っ

て
宗
教
堂
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
は
大
宗
教
家
で
は
あ
っ
て
も
け
っ
し
て
哲
学
者
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
を
哲
学
者
と
し
て
扱
っ
た
哲
学

史
を
自
分
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
釈
迦
は
宗
教
家
と
言
え
る
が
、
同
時
に
哲
学
者
と
し
て
も
古
今
東
西
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
一
九
一
六
年
の
『
哲
窓
茶
話
』
で
も
「
ヤ
ソ
は
宗
教
家
な
る
も
学
者
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
「
『
バ
イ
ブ

ル
』
は
哲
学
と
し
て
は
み
る
に
足
ら
な
い
」
と
円
了
は
評
す
る
（
同
右
二
二
頁
）
。

　
哲
学
の
四
聖
と
い
う
考
え
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
井
上
円
了
が
一
八
八
五
年
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
し
て
じ
き
に

公
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
と
り
わ
け
哲
学
と
い
う
学
問
に
対
す
る
円
了
の
強
い
思
い
が
こ
こ
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
円
了
が
『
真
理
金
針
』
で
「
ヤ
ソ
退
治
」
を
表
明
し
た
か
ら
と
言
っ
て
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
を
端
か
ら
否
定
し
て
い
る
わ
け
で

な
い
こ
と
は
、
そ
の
本
文
を
熟
読
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
高
山
樗
牛
や
和
辻
哲
郎
ら
と
違
っ
て
、
円
了
は
あ
く
ま
で
も
哲
学
者
の

四
聖
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
円
了
は
こ
れ
ら
四
聖
を
「
宗
教
的
崇
拝
」
の
対
象
と
し
て
崇
め
奉
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
「
教
育
的
、
倫
理
的
、
哲
学
的
精
神
修
養
の
意
」
に
お
い
て
こ
れ
を
奉
っ
た
の
で
あ
る
（
同
右
六
九
頁
）
。

　
　
　
そ
れ
哲
学
は
一
種
の
別
世
界
に
し
て
、
そ
の
中
に
天
地
あ
り
、
日
月
あ
り
、
風
雨
あ
り
、
山
海
あ
り
。
釈
迦
の
知
は
そ
の
い

　
　
わ
ゆ
る
日
月
な
り
。
孔
子
の
徳
は
そ
の
い
わ
ゆ
る
雨
露
な
り
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
識
は
そ
の
い
わ
ゆ
る
山
岳
な
り
。
カ
ン
ト
の
学
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は
そ
の
い
わ
ゆ
る
海
洋
な
り
。
そ
の
知
は
わ
れ
を
照
ら
し
、
そ
の
徳
は
わ
れ
を
潤
し
、
そ
の
識
は
わ
れ
を
護
し
、
そ
の
学
は
わ

　
　
れ
を
擁
し
、
わ
が
父
と
な
り
、
わ
が
母
と
な
り
、
君
主
と
な
り
、
師
友
と
な
り
、
日
夜
わ
れ
を
愛
育
撫
養
せ
り
。
こ
こ
を
も
っ

　
　
て
不
肖
円
了
ら
、
幸
い
に
哲
学
界
の
一
人
と
な
る
を
得
た
り
。
（
「
四
聖
を
祭
る
文
」
同
右
二
一
頁
）

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
円
了
に
と
っ
て
カ
ン
ト
は
「
学
」
を
代
表
す
る
「
師
友
」
で
あ
り
、
父
や
母
や
君
主
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の

学
は
「
わ
れ
を
擁
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
近
世
哲
学
者
は
カ
ン
ト
以
外
に
も
大
勢
い
る
し
、
前
の
哲
学
の

欠
点
を
批
判
的
に
捉
え
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
哲
学
者
も
カ
ン
ト
に
限
ら
な
い
。
近
世
哲
学
の
総
決
算
に
し
て
現
代
哲
学
の
創
始

者
と
一
時
期
広
く
言
わ
れ
た
の
は
カ
ン
ト
で
あ
る
よ
り
も
へ
ー
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。
円
了
が
強
調
す
る
、
一
方
に
偏
し
な
い
中
庸
の
哲

学
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
〈
あ
れ
も
こ
れ
も
〉
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
椰
楡
さ
れ
た
へ
ー
ゲ
ル
こ
そ
が
ぴ
っ
た
り
の
よ
う
に
も
思
え

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
カ
ン
ト
か
。

　
し
か
も
、
『
哲
学
要
領
前
編
』
を
よ
く
読
む
と
、
そ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
　
デ
カ
ル
ト
氏
は
演
繹
に
偏
し
、
ベ
ー
コ
ン
氏
は
帰
納
に
偏
し
、
ロ
ッ
ク
氏
は
経
験
に
偏
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
天
賦
に
偏

　
　
し
、
ヒ
ュ
ー
ム
氏
は
虚
無
に
偏
し
、
カ
ン
ト
氏
は
主
観
に
偏
し
、
リ
ー
ド
氏
は
常
識
に
偏
し
、
へ
ー
ゲ
ル
氏
は
理
想
に
偏
し
、

　
　
コ
ン
ト
氏
は
実
験
に
偏
し
、
ミ
ル
氏
は
感
覚
に
偏
し
、
ス
ペ
ン
サ
i
氏
は
進
化
に
偏
し
、
諸
家
お
の
お
の
一
僻
あ
り
て
未
だ
中

　
　
正
の
論
あ
る
を
見
ず
。
（
『
選
集
』
第
一
巻
一
四
九
頁
）

　
こ
こ
で
は
、
カ
ン
ト
で
さ
え
一
方
に
偏
し
た
哲
学
者
に
す
ぎ
ず
、
否
定
さ
れ
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
位
置
、
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

　
カ
ン
ト
の
功
績
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
指
導
者
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
例
え
て
、
「
『
純
粋
理
性
批
判
』
こ
そ
ド
イ
ツ
で
超
越
神
論
の
首

を
切
っ
た
剣
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
は
詩
人
の
ハ
イ
ネ
だ
が
（
『
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
本
質
』
第
三
巻
）
、
円
了
は
カ
ン
ト
を
ナ
ポ
レ
オ
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ン
に
な
ぞ
ら
え
る
（
『
哲
窓
茶
話
』
所
収
「
文
武
の
功
は
↓
の
み
」
）
。

　
　
　
か
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
有
形
の
武
略
を
も
っ
て
欧
州
の
大
陸
を
一
統
し
た
る
も
、
カ
ン
ト
が
そ
の
無
形
の
学
問
を
も
っ
て
、
近

　
　
世
哲
学
を
一
統
し
た
る
も
、
そ
の
功
績
は
同
じ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
も
っ
て
一
世
の
豪
傑
と
な
さ

　
　
ば
、
カ
ン
ト
も
ま
た
一
世
の
豪
傑
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
西
洋
哲
学
は
、
カ
ン
ト
以
前
に
あ
り
て
は
、
あ
る
い
は

　
　
唯
物
論
を
唱
う
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
あ
る
い
は
唯
心
論
を
唱
う
る
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
虚
無
論
を
唱
う
る

　
　
も
の
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
定
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
は
ひ
と
た
び
出
で
て
、
四
方
の
異
説

　
　
を
排
除
し
、
こ
れ
を
統
合
分
解
し
て
、
そ
の
長
短
を
勘
酌
折
衷
し
、
そ
し
て
純
然
た
る
一
個
の
批
判
哲
学
を
大
成
し
た
の
で
あ

　
　
る
。
こ
れ
を
例
え
て
み
れ
ば
、
一
個
の
果
物
が
あ
っ
て
、
人
々
こ
れ
に
つ
い
て
そ
の
一
部
分
一
部
分
を
味
わ
っ
て
お
り
し
を
、

　
　
カ
ン
ト
は
た
ち
ま
ち
鋭
刀
を
も
っ
て
こ
れ
を
割
き
、
も
っ
て
そ
の
全
体
の
真
味
を
味
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
か

　
　
ら
、
こ
れ
を
近
世
哲
学
史
上
の
一
大
功
績
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
の
ち
の
哲
学
者
が
、
純
正
な
る
哲
学
の
光
を
得

　
　
て
、
そ
の
真
理
の
道
を
照
ら
し
得
る
も
の
は
、
全
く
カ
ン
ト
の
恩
恵
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
事
業
は
決
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
　
の
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
同
右
一
〇
八
頁
）

　
円
了
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
旧
来
の
数
多
の
異
説
を
統
合
分
解
し
、
長
短
勘
酌
折
衷
し
て
新
た
な
哲
学
を
構
築
し
た
。
し
か
も
そ

の
新
た
な
哲
学
は
、
そ
れ
自
身
他
の
数
多
の
異
説
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
そ
れ
ら

と
は
次
元
を
異
に
す
る
哲
学
と
し
て
の
「
批
判
哲
学
」
で
あ
り
、
哲
学
に
新
た
な
光
を
差
し
入
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
哲
学
を
高
く
評
価
し
う
る
根
拠
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
カ
ン
ト
か
と
の

問
い
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
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四
　
カ
ン
ト
主
義
者
と
し
て
の
円
了

（一

j
哲
学
的
精
神

　
デ
カ
ル
ト
は
演
繹
に
偏
し
、
ベ
ー
コ
ン
は
帰
納
に
偏
し
、
ロ
ッ
ク
は
経
験
に
偏
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
天
賦
に
偏
し
、
ヒ
ュ
ー
ム

は
虚
無
に
偏
し
、
カ
ン
ト
は
主
観
に
偏
し
、
リ
ー
ド
は
常
識
に
偏
し
、
へ
ー
ゲ
ル
は
理
想
に
偏
し
、
コ
ン
ト
は
実
験
に
偏
し
、
ミ
ル

は
感
覚
に
偏
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
進
化
に
偏
し
て
い
る
、
等
々
と
、
円
了
は
過
去
の
哲
学
者
の
一
面
性
を
片
端
か
ら
批
判
す
る
が
、

い
っ
た
い
な
ん
ら
か
の
説
に
偏
し
な
い
学
者
と
い
う
の
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
へ
ー
ゲ
ル
は
哲
学
史
講
義
の
序
論
で
、
哲

学
史
を
「
哲
学
的
理
性
の
英
雄
の
画
廊
」
に
例
え
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
後
進
に
否
定
さ
れ
克
服
さ
れ
る

光
景
を
指
し
て
「
阿
呆
の
画
廊
」
と
も
呼
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
哲
学
史
観
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
て
い

る
。
じ
っ
さ
い
に
偏
し
て
い
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
や
ベ
ー
コ
ン
等
々
で
は
な
く
、
多
様
な
内
容
を
持
つ
デ
カ
ル
ト
や
ベ
ー
コ
ン
等
の

哲
学
思
想
を
「
演
繹
」
や
「
帰
納
」
や
「
経
験
」
「
天
賦
」
等
々
に
振
り
分
け
押
し
込
め
る
評
者
（
哲
学
史
家
）
の
側
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
過
去
の
諸
哲
学
を
並
べ
て
「
英
雄
の
画
廊
」
と
し
て
見
る
の
も
「
阿
呆
の
画
廊
」
と
し
て
見
る

の
も
、
そ
れ
は
見
ら
れ
る
対
象
の
問
題
で
は
な
く
、
見
る
主
観
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
円
了
が
過
去

の
哲
学
者
の
一
面
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
何
を
真
に
伝
え
よ
う
と
し
た
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
べ
て
の
哲
学
が
一
度
カ
ン
ト
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
ま
た
発
展
す
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
哲
学
史
的
位
置
づ
け
は
、
い
ま

や
陳
腐
な
図
式
主
義
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
い
が
、
カ
ン
ト
が
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
と
大
陸
の
合
理
論
と
を
統
一
し
た
と
い
う
説
は
、

い
ま
で
も
哲
学
史
の
教
科
書
で
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
加
藤
尚
武
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
物
語
の
ル
ー
ツ
は
、
あ
る
意
味
で
カ
ン

ト
哲
学
を
黙
殺
し
た
時
代
に
挑
戦
し
カ
ン
ト
哲
学
を
世
に
知
ら
し
め
た
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の

「
近
代
哲
学
史
の
構
図
」
と
は
、
加
藤
氏
に
よ
る
と
、
「
デ
カ
ル
ト
は
近
代
哲
学
の
創
始
者
と
し
て
、
い
わ
ば
『
東
の
大
関
』
と
な
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り
、
ベ
ー
コ
ン
が
『
西
の
大
関
』
と
な
る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
も
カ
ン
ト
と
い
う
東
西
を
統
一
す
る
横
綱
に
は
か
な
わ
な
い
」
と
い
う

程
度
の
し
ろ
も
の
で
あ
る
（
『
一
二
世
紀
へ
の
知
的
戦
略
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
、
四
八
～
四
九
頁
）
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
経
験
論

と
合
理
論
の
統
一
図
式
は
た
し
か
に
極
め
て
教
科
書
的
で
は
あ
る
が
、
円
了
が
そ
う
し
た
図
式
主
義
を
超
え
る
も
の
を
見
透
し
て
い

た
か
ど
う
か
が
鍵
に
な
る
。

　
『
哲
学
要
領
』
で
円
了
は
、
西
洋
哲
学
の
特
徴
を
東
洋
思
想
と
対
比
さ
せ
、
こ
う
述
べ
る
。

　
　
　
東
洋
は
一
国
の
思
想
こ
と
ご
と
く
一
主
義
に
雷
同
す
る
の
傾
向
あ
り
。
西
洋
は
こ
れ
に
反
し
一
思
想
起
こ
れ
ば
必
ず
他
の
思

　
　
想
の
起
こ
る
あ
り
。
一
主
義
行
わ
る
れ
ば
必
ず
他
の
主
義
の
行
わ
る
る
あ
り
て
、
一
学
派
の
決
し
て
独
立
独
行
す
る
こ
と
な

　
　
く
、
一
主
義
の
決
し
て
諸
想
を
圧
伏
す
る
こ
と
な
く
、
諸
学
諸
説
互
い
に
そ
の
真
偽
を
争
い
、
そ
の
優
劣
を
競
う
の
勢
い
あ

　
　
り
。
こ
れ
西
洋
学
の
進
化
す
る
ゆ
え
ん
、
東
洋
学
の
退
歩
せ
る
ゆ
え
ん
な
り
。
（
『
選
集
』
第
一
巻
一
〇
七
頁
）

　
『
哲
学
要
領
』
や
『
哲
学
一
夕
話
』
な
ど
で
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
円
了
が
求
め
る
も
の
は
徹
底
し
た
中
庸
の
精
神
、
円
満

完
了
の
精
神
で
あ
る
が
、
そ
の
円
満
完
了
の
中
庸
は
た
ん
な
る
折
衷
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
の
総
合
の
試

み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
カ
ル
ト
や
ベ
ー
コ
ン
等
々
が
一
つ
の
立
場
に
「
偏
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
「
偏
し

て
い
る
」
と
批
判
的
に
捉
え
る
次
の
哲
学
的
議
論
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
何
で
も
か
ん
で
も
自
己
中
心
的
に
先
行
す
る
哲
学

思
想
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
哲
学
一
夕
話
』
で
は
円
山
と
了
水
と
い
う
二
人
の
弟
子
に
自
由
に
発
言
さ
せ
た
あ
と
で
、

円
了
は
彼
ら
の
説
を
評
し
て
、
「
な
ん
じ
ら
の
謝
、
お
の
お
の
一
方
の
理
を
み
て
全
局
を
知
ら
ず
」
と
す
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
、

「
了
水
の
論
も
一
理
あ
り
、
円
山
の
説
も
一
理
あ
り
、
二
者
相
合
し
て
始
め
て
円
了
の
全
道
を
見
る
べ
し
」
（
同
右
四
四
頁
）
と
し
て
、

両
者
の
理
を
認
め
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
先
行
す
る
哲
学
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
そ
の
う
え
で
そ
こ
か
ら
生
じ
る
矛
盾
を
ど
の
よ
う

に
解
決
さ
せ
る
か
。
こ
れ
こ
そ
カ
ン
ト
が
構
築
し
た
批
判
哲
学
の
精
神
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
円
了
は
カ
ン
ト
か
ら
い
わ
ば
「
哲
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学
す
る
こ
と
」
を
学
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

20

（
二
）
感
性
・
悟
性
・
理
性

　
人
間
の
認
識
に
は
二
つ
の
幹
が
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
述
べ
、
そ
れ
を
感
性
と
悟
性
だ
と
し
て
い
る
。
感
性
は
外
か
ら
対
象
を
受
け

と
る
能
力
で
あ
り
、
悟
性
は
、
感
性
を
通
し
て
受
け
と
ら
れ
た
も
の
を
思
考
す
る
能
力
で
あ
っ
て
、
人
間
の
認
識
に
と
っ
て
感
性
も

悟
性
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
初
め
て
、
感
性
は
認
識
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
そ
の
位
置
を
確
保

さ
れ
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
〔
7
）
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
素
朴
経
験
論
の
よ
う
に
感
性
だ
け
で
認
識
が
成
り
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。

「
わ
れ
わ
れ
の
認
識
は
す
べ
て
経
験
を
も
っ
て
始
ま
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
認
識
が
す
べ
て
経
験
か
ら
生

ず
る
の
で
は
な
い
」
と
は
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
最
も
有
名
な
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
悟
性
の
形

式
が
働
く
余
地
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
カ
ン
ト
が
こ
こ
で
言
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
ど
ん
な
対
象
に
つ

い
て
も
そ
れ
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
認
識
で
き
る
の
は
た
だ
感
性
的
直
観
の
対
象
で
あ
る
か
ぎ
り
の
対
象
、
す
な

わ
ち
現
象
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
象
そ
の
も
の
、
現
象
の
本
体
、
こ
れ
は
か
の
悪
名
高
き
「
物
自
体
」
で
あ
り
、
若
き
井

上
円
了
の
カ
ン
ト
批
判
も
こ
の
点
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
認
識
の
限
界
を
わ
き
ま
え
ず
に
、
そ
の
能

力
を
超
え
た
世
界
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
律
背
反
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
人
間
の

認
識
の
二
つ
の
幹
を
無
視
し
て
、
と
り
わ
け
感
性
を
蔑
視
し
、
悟
性
あ
る
い
は
理
性
だ
け
で
認
識
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
そ
れ
は
見

ら
れ
る
。
理
性
の
越
権
行
為
を
止
め
て
、
む
し
ろ
理
性
の
根
拠
と
範
囲
と
限
界
と
を
画
定
す
る
こ
と
を
カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批

判
』
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
と
し
た
。

　
井
上
円
了
の
い
わ
ゆ
る
「
妖
怪
退
治
」
は
、
こ
う
し
た
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
。
と
い
う
の
も
、



明
治
か
ら
大
正
の
時
代
の
日
本
で
ま
だ
広
範
囲
か
つ
強
力
に
人
心
を
捉
え
て
い
た
「
妖
怪
」
が
、
分
別
的
悟
性
や
理
性
的
考
察
を
欠

き
感
性
や
直
観
に
の
み
頼
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
迷
妄
の
産
物
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
そ
の
悟
性
や
理
性
か
ら
も
妖
怪
が
数

多
生
ま
れ
る
こ
と
を
円
了
は
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
円
了
が
行
っ
た
妖
怪
退
治
は
、
感
性
や
直
観
を
卑
俗
な
も
の

と
し
て
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
悟
性
や
理
性
に
助
け
ら
れ
て
感
性
や
直
観
に
磨
き
を
か
け
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
こ
で
円
了
の
妖
怪
学
を
再
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
〔
8
）
、
円
了
は
、
妖
怪
の
こ
と
ご
と
く
を
排
除
し
た
の
で
は
な
い
。

学
術
的
に
容
易
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
妖
怪
は
、
真
の
妖
怪
で
は
な
く
仮
怪
に
す
ぎ
ず
、
人
は
そ
ん
な
も
の
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
る
。
円
了
は
仮
怪
や
偽
怪
を
排
除
す
る
こ
と
で
む
し
ろ
「
真
怪
」
と
称
す
べ
き
も
の
の
存
在
を
明
ら
か

に
し
、
こ
れ
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
、
混
迷
に
陥
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
形
而
上
学
を
、
徹
底
し
た

批
判
哲
学
に
よ
っ
て
む
し
ろ
救
お
う
と
し
た
こ
と
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
カ
ン
ト
が
感
性
や
経
験
の
蔑
視
に
反
対
す
る
と
同
時
に

理
性
の
越
権
行
為
を
否
定
す
る
こ
と
で
形
而
上
学
の
再
建
を
果
た
し
た
よ
う
に
、
井
上
円
了
も
な
ん
ら
か
］
方
に
偏
す
る
考
え
を
徹

底
的
に
否
定
し
て
議
論
を
尽
く
し
も
の
ご
と
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
人
間
が
ほ
ん
ら
い
求
め
る
べ
き
も
の
は
何
か
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
　
人
倫
の
エ
ー
ト
ス

　
小
林
忠
秀
氏
は
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
巻
の
解
説
で
、
円
了
の
『
真
理
金
針
』
は
「
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
書
で
あ
る
と
い
う
よ

り
は
、
仏
教
界
の
人
士
の
自
覚
を
促
す
啓
蒙
の
書
で
あ
る
」
と
捉
え
（
9
）
、
そ
こ
で
の
円
了
本
来
の
主
張
が
何
で
あ
る
か
を
こ
そ
明

ら
か
に
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
（
四
四
九
頁
）
。
そ
し
て
論
点
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
絞
っ
て
い
る
。

　
　
　
国
家
・
社
会
が
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
共
通
な
人
倫
の
態
度
（
エ
ー
ト
ス
）
に
媒
介
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
共
同
体
と
し
て
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成
立
し
な
け
れ
ば
、
真
に
強
固
で
持
続
す
る
制
度
と
は
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
へ
の
洞
察
（
『
選
集
』
第
二
巻
四
五
五
頁
）

　
　
　
人
々
の
安
心
立
命
の
場
と
な
る
国
家
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
形
成
す
べ
き

　
　
国
家
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
円
了
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
国
家
と
は
、
宗
教
的
工
ー
ト
ス
に
媒
介
さ
れ
た
共
同
体
だ
っ
た
と
考
え

　
　
ら
れ
る
。
こ
の
宗
教
的
工
ー
ト
ス
の
媒
介
と
い
う
］
点
に
お
い
て
、
「
愛
国
」
と
「
護
法
」
1
共
同
体
の
自
立
と
宗
教
的
信

　
　
条
の
確
立
と
は
結
び
つ
く
（
同
右
四
五
七
頁
）

　
宗
教
的
工
ー
ト
ス
に
媒
介
さ
れ
た
国
家
構
想
　
　
こ
れ
は
ま
さ
に
カ
ン
ト
の
国
家
論
の
本
質
で
あ
る
。
た
だ
し
、
急
い
で
補
足
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
宗
教
」
は
け
っ
し
て
既
成
宗
教
を
意
味
し
な
い
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
宗
教
は
道
徳
的

理
性
宗
教
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
国
家
も
、
彼
の
『
実
践
理
性
批
判
』
で
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幸
福
主
義
で
は
な
く
自
由

実
現
の
た
め
の
理
性
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
人
び
と
の
幸
福
を
実
現
す
る
福
祉
国
家
で
は
な
く
、
自
由
を

実
現
す
る
理
性
国
家
と
し
て
の
法
治
国
家
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
が
一
生
涯
を
過
ご
し
た
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク

は
、
池
内
紀
氏
に
よ
れ
ば
、
「
言
語
や
伝
統
や
生
活
習
慣
が
ち
が
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ル
ト
海
沿
い
の
地
で
『
民
族
共

同
体
』
と
い
っ
た
も
の
が
実
現
し
て
い
た
」
（
－
o
）
。

　
な
ん
で
も
か
ん
で
も
井
上
円
了
と
カ
ン
ト
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
小
林
忠
秀
氏
が
言
う
円
了
の
「
宗
教
的

工
ー
ト
ス
」
は
、
「
人
倫
の
エ
ー
ト
ス
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
き
る
人
び
と
の
「
内
発
的
な
自
律
の
ル
ー
ル
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

育
成
す
る
も
の
と
し
て
宗
教
的
な
営
み
が
あ
る
と
言
う
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
仏
教
徒
で
あ
る
円
了
が
、
哲
学
館
で
も
東
洋
大
学

で
も
、
さ
ら
に
全
国
行
脚
の
旅
に
お
い
て
も
、
仏
教
を
学
生
に
も
一
般
の
人
び
と
に
も
け
っ
し
て
押
し
つ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ

と
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
す
る
『
真
理
金
針
』
で
円
了
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
わ

れ
わ
れ
は
彼
の
真
摯
な
学
問
的
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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ヤ
ソ
教
者
は
法
に
尽
く
す
と
こ
ろ
の
心
を
も
っ
て
よ
く
国
に
尽
く
し
、
国
に
尽
く
す
の
心
を
も
っ
て
よ
く
法
に
尽
く
す
、
尽

　
　
く
す
と
こ
ろ
の
心
は
　
に
し
て
、
対
す
る
と
こ
ろ
の
義
務
は
二
な
り
。
こ
の
心
を
も
っ
て
国
家
に
対
す
れ
ば
愛
国
と
な
り
、
こ

　
　
の
心
を
も
っ
て
教
法
に
対
す
れ
ば
護
法
と
な
る
。
よ
く
こ
の
護
法
愛
国
の
両
義
を
実
際
に
尽
く
し
て
、
死
し
て
な
お
余
栄
あ
る

　
　
も
の
、
そ
れ
た
だ
ヤ
ソ
教
者
に
あ
ら
ん
か
。
」
（
『
選
集
』
第
三
巻
一
五
七
頁
）

　
護
法
と
愛
国
　
　
こ
の
両
者
の
大
切
さ
を
広
く
人
び
と
に
訴
え
る
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
、
一
方
に

偏
し
な
い
哲
学
的
精
神
す
な
わ
ち
批
判
哲
学
で
あ
り
、
井
上
円
了
が
四
聖
の
一
人
と
し
て
ほ
か
な
ら
ぬ
カ
ン
ト
を
選
ん
だ
理
由
は
ま

さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
注
】

（
1
）
「
円
了
講
話
集
」
（
『
井
上
円
了
選
集
』
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
五
巻
、
六
六
三
頁
）
よ
り
引
用
。
井
上
円
了
は
、
明
治
三
六

　
　
（
一
九
〇
三
）
年
五
月
七
日
か
ら
八
日
、
カ
ン
ト
が
一
生
涯
を
過
ご
し
た
港
町
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
。
井
上
円
了
「
西
航
日
録
』

　
　
（
鶏
声
堂
、
一
九
〇
四
年
。
の
ち
、
『
井
上
円
了
・
世
界
遊
行
記
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
日
誌
が
見
ら
れ
る
。

　
　
五
月
七
日
、
早
朝
ベ
ル
リ
ン
を
発
し
、
午
後
七
時
、
ド
イ
ツ
北
部
の
↓
大
都
会
た
る
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
着
し
、
こ
こ
に
一
泊
す
。

　
　
当
地
は
碩
学
カ
ン
ト
先
生
の
郷
里
な
り
。
翌
八
日
午
前
、
ま
ず
大
学
前
の
公
園
に
至
り
、
カ
ン
ト
先
生
の
銅
像
に
拝
詣
し
、
つ
ぎ
に
古
物

　
　
博
物
館
を
た
ず
ね
て
、
先
生
の
遺
物
を
拝
観
す
。
そ
の
中
に
は
、
先
生
在
世
中
所
携
の
帽
子
、
杖
、
手
袋
、
懐
中
鏡
等
あ
り
。
い
ず
れ
も

　
　
質
素
の
も
の
に
て
、
田
舎
の
老
爺
の
携
帯
せ
る
も
の
の
ご
と
く
見
ゆ
。
大
学
内
に
は
八
十
歳
前
後
の
半
身
像
あ
り
と
聞
け
ど
も
、
校
内
を

　
　
参
観
す
る
時
間
な
か
り
き
。
午
後
、
先
生
の
墳
墓
に
参
拝
す
。
墓
所
は
市
内
な
る
大
寺
院
（
昨
今
建
築
中
）
の
本
堂
に
接
続
せ
る
小
室
の

　
　
内
に
あ
り
。
そ
の
広
さ
、
長
さ
三
間
、
幅
二
間
く
ら
い
な
り
。
室
外
に
板
塀
あ
り
て
、
み
だ
り
に
入
る
こ
と
を
得
ず
。
そ
の
傍
ら
に
中
学

　
　
校
あ
り
。
こ
れ
、
カ
ン
ト
先
生
在
世
の
と
き
教
授
せ
ら
れ
し
大
学
の
跡
に
建
設
せ
る
も
の
な
り
。
墳
墓
は
こ
の
中
学
の
管
理
に
属
す
と
い

　
　
う
。
余
の
こ
こ
に
至
る
や
、
校
内
よ
り
校
長
ら
し
き
一
紳
士
の
出
ず
る
に
会
し
、
こ
れ
に
依
頼
し
た
れ
ば
、
氏
は
た
ち
ま
ち
校
僕
を
呼
び
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て
墓
所
へ
案
内
せ
し
む
。
室
内
の
東
方
に
墓
標
あ
り
、
西
方
に
碑
銘
あ
り
。
こ
の
下
に
学
界
の
一
大
偉
人
の
永
眠
せ
る
を
思
え
ば
、
粛
然

　
　
と
し
て
、
お
の
ず
か
ら
敬
慕
の
情
禁
じ
難
き
を
覚
ゆ
。
左
に
所
感
の
ま
ま
を
つ
づ
る
。

　
　
プ
レ
ゲ
ル
の
水
に
う
つ
れ
る
月
ま
で
も
純
理
批
判
の
か
げ
か
と
そ
思
ふ

　
　
不
出
郷
関
八
十
春
、
江
湖
遠
処
養
天
真
、
先
生
学
徳
共
無
比
、
我
称
泰
西
第
一
人
。

　
　
プ
レ
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
先
生
の
墓
畔
に
流
る
る
川
な
り
。

　
　
同
日
、
午
後
七
時
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
発
車
、
夜
中
十
一
時
、
独
露
国
境
に
着
す
。

（
2
）
武
村
泰
男
「
日
本
に
お
け
る
カ
ン
ト
」
『
叢
書
ド
イ
ツ
観
念
論
と
の
対
話
』
第
六
巻
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
、
九
九
頁
。

（
3
）
こ
う
し
た
流
れ
を
批
判
す
る
目
的
で
大
阪
大
学
の
澤
潟
久
敬
氏
は
一
九
四
八
年
に
哲
学
哲
学
史
講
座
を
開
設
し
た
際
、
「
フ
ラ
ン
ス
哲
学

　
　
研
究
の
充
実
お
よ
び
科
学
哲
学
の
研
究
」
を
特
色
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
拙
稿
「
日
本
の
哲
学
教
育
史
（
上
）
」
（
二
〇
〇
一
年
、
本
年
報

　
　
第
一
〇
号
）
参
照
。

（
4
）
こ
れ
は
「
井
上
円
了
学
術
総
合
研
究
」
と
い
う
共
同
研
究
の
成
果
公
開
論
集
で
あ
る
。

（
5
）
井
上
円
了
著
作
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
「
井
上
円
了
選
集
』
（
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
こ
の
選
集
で
は
、
表
記
が
す
べ
て
現
代
的
に
改

　
　
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
底
本
は
円
了
生
存
中
の
最
終
版
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
前
掲
の
馬
場
喜
敬
氏
に
よ
れ
ば
、
高
山
樗
牛
や
和
辻
哲
郎
、
さ
ら
に
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
も
四
聖
を
論
じ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
挙
げ
て
い
る

　
　
の
は
と
も
に
孔
子
、
釈
迦
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
イ
エ
ス
で
あ
る
。
前
掲
一
二
六
～
一
二
七
頁
。

（
7
）
暉
峻
凌
三
氏
は
、
カ
ン
ト
が
『
論
理
学
講
義
』
で
「
理
性
的
認
識
と
い
う
も
の
を
形
象
と
い
う
導
き
の
糸
に
よ
っ
て
で
は
な
く
抽
象
的

　
　
に
培
う
こ
と
」
を
ギ
リ
シ
ア
人
が
初
め
て
行
っ
た
と
し
て
、
「
普
通
一
般
に
い
う
認
識
」
に
停
滞
し
て
は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と

　
　
に
触
れ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
が
、
同
感
で
あ
る
。
「
そ
う
い
う
具
体
的
な
も
の
の
考
え
方
は
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
決
し
て
低

　
　
俗
な
（
ケ
q
①
∋
①
一
三
認
識
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
間
の
日
常
大
半
の
心
の
い
と
な
み
が
そ
れ
で
あ
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
普
通
一
般
の
（
σ
q
Φ
B
m
一
コ
）

　
　
認
識
な
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
感
性
的
表
象
の
こ
の
日
常
性
を
卑
俗
性
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
日
常
性
と
し
て
確
立
し
、
そ
こ
に

　
　
貫
い
て
い
る
論
理
を
明
か
に
し
た
。
感
性
と
は
表
象
の
日
常
的
、
心
理
的
な
存
在
様
式
で
あ
る
。
感
性
の
哲
学
的
考
察
と
は
こ
の
日
常

　
　
性
、
心
理
性
の
論
理
を
探
ぐ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
カ
ン
ト
こ
そ
哲
学
史
上
最
初
の
公
然
た
る
感
性
学
者
（
＞
o
°
・
各
①
呉
旦
だ
っ

　
　
た
の
で
あ
る
。
」
（
「
感
性
」
、
出
隆
編
『
哲
学
の
根
本
問
題
　
上
巻
』
實
業
之
日
本
社
、
一
九
四
八
年
、
二
三
八
頁
）
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（
8
）
拙
著
「
井
上
円
了
の
『
哲
学
』
観
」
（
本
年
報
第
一
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
「
井
上
円
了
の
妖
怪
学
を
通
し
て
唯
物
論
を
考
え
る
」

　
　
（
同
第
一
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
「
こ
い
ね
が
わ
く
は
全
国
数
万
の
僧
侶
こ
の
編
を
読
み
て
、
大
い
に
憤
起
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
こ
と
を
。
こ
い
ね
が
わ
く
は
三
千
余
万
の

　
　
同
胞
こ
の
編
を
見
て
、
余
が
護
法
愛
国
の
精
神
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
れ
ん
こ
と
を
。
」
（
井
上
円
了
『
真
理
金
針
　
続
々
編
』
緒
言
、

　
　
『
選
集
　
第
三
巻
、
二
六
四
頁
）

（
1
0
）
池
内
紀
訳
、
カ
ン
ト
著
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
（
総
合
社
、
二
〇
〇
七
年
）
解
説
一
〇
五
頁
。
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
は
「
た
し
か
に
へ

　
　
ん
な
国
だ
っ
た
。
町
ご
と
に
人
種
が
ち
が
っ
て
い
た
。
風
習
も
、
好
み
も
、
食
事
も
ち
が
っ
て
い
た
。
あ
る
町
は
ド
イ
ツ
人
が
、
べ
つ
の

　
　
町
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
つ
く
り
、
べ
つ
の
村
は
ロ
シ
ア
人
が
、
さ
ら
に
べ
つ
の
村
は
リ
ト
ア
ニ
ア
人
が
つ
く
っ
た
。
さ
ら
に
カ
シ
ュ
ー
ブ

　
　
人
の
漁
村
や
ソ
ル
ブ
人
の
集
落
も
あ
っ
た
。
ゆ
る
や
か
に
住
み
わ
け
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
習
や
伝
統
に
従
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
。
問

　
　
題
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
治
権
を
行
使
し
て
解
決
し
た
が
、
ど
の
町
に
も
少
数
者
が
い
て
、
そ
の
多
く
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
。
そ

　
　
ん
な
国
が
た
し
か
に
地
上
に
存
在
し
た
。
」
（
池
内
、
同
右
九
八
頁
）
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